






研究目的 

新生児,未熟児の血中TSH値は,従来のRIA法による測定では測定感度以下の例が多く,昨年

度の我々の本研究班報告では,成熟児で約 13%,未熟児ではさらに多く,14～23%の例が測定

感度以下であった。本年度は高感度測定法(Immunoradiometric assay,IRMA 法)を用いて,

新生児における血清 TSH 値を測定し,低濃度域の TSH の変化と,遊離甲状腺ホルモンと TSH

の関係を検討した。 


